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平成30年　第１回

３月定例会
３月２日～７日

報告ほか、条例、補正予算、当初予算など25件が提案され
全案件を可決しました。

報告第１号

議案審議　可決された議案

平成30年度一般会計当初予算は53億4249万円

平成30年度予算状況（一般会計・特別会計）　　　　　　　　　　単位：千円

会　　計　　名 歳入歳出総額
30年度

歳入歳出総額
29年度 前年比

一般会計 5,342,490 10,207,167 △4,864,677

特
別
会
計

国民健康保険 1,039,704 1,147,438 △107,734
住宅新築資金等貸付 140 191 △51
介護保険 827,432 773,622 53,810
公共下水道事業 398,289 506,467 △108,178
後期高齢者医療 120,541 113,790 6,751
簡易水道事業 22,299 180,857 △158,558

　平成30年度当初予算は、熊本地震関連予算の減少により、前年度に比べ48億6467万7千円
（47.7％）減の53億4249万円となった。歳入の内訳は、町税、繰入金等の自主財源が45.6％、
地方交付税、国・県支出金、町債等の依存財源が54.4％の構成となり、自主財源は前年より3億
3300万円減ったものの、構成比は18.5ポイントの増となった。また、性質別の歳出内訳は、人
件費、扶助費、公債費等の義務的経費が37.5％、物件費、補助費、維持補修費等の経常的経費
が22.5％、普通建設事業費、災害復旧費等の投資的経費が29.2％、繰出金、積立金、予備費等
が10.8％となった。
　１日も早く震災前の生活を取り戻し、さらなる発展を期すため「嘉島町復興計画」に基づ
き、復旧・復興を最優先に取り組むと共に、「嘉島町総合計画」に掲げられた重要政策課題を
着実に推進するための予算が計上された。

○嘉島町障がい者プランの報告について
・障害者基本法第11条第３項の規定により第４期嘉島町障がい者プランが策定されたので、同条第８項の規定

により報告されたもの

○嘉島町平成28年熊本地震復興基金条例の制定について
・平成28年熊本地震による災害からの早期の復興をはかるため、平成28年熊本地震復興基金を設置する必要

があるため本条例を制定するもの

○嘉島町ふれあいセンター設置及び管理に関する条例の制定について
・地域産業の振興及び地域住民の交流を図るため「嘉島町ふれあいセンター」を設置し、管理を適切に行うため

本条例を制定する必要があるため

○嘉島町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営等に関する基準を定める条例の制定について
・介護保険法の一部が改正され、指定居宅介護支援事業者の指定に関する権限が都道府県から市町村に移譲さ

れたため本条例を制定する必要があるため

○平成29年発生農業用施設災害復旧事業に係る分担金の徴収に関する条例の制定について

３月定例会 第26号嘉島町議会だより
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・平成29年梅雨前線豪雨による災害に係る農業用施設の災害復旧事業の分担金の額等の特例に関し本条例を制
定する必要があるため

○嘉島町課設置条例等の一部を改正する条例の制定について
・組織機構改革の実施により行政組織の効率化を図るため本条例の一部を改正する必要があるため

○税外収入金に係る督促手数料及び延滞金徴収に関する条例の一部を改正する条例の制定について
・税外収入金の督促手数料及び延滞金を徴収するにあたり本条例の一部を改正する必要があるため

○嘉島町国民健康保険条例の全部改正について
・国民健康保険法の一部改正に伴い本条例の全部を改正する必要があるため（熊本県が財政運営の責任者とな

るための改正）

○嘉島町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の制定について
・高齢者の医療の確保に関する法律の一部改正に伴い本条例の一部を改正する必要があるため

○嘉島町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について
・介護保険法の規定に基づき、平成30年度から平成32年度までの保険料率を定めるため本条例の一部を改正

する必要があるため

○嘉島町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改
正する条例の制定について
・同法の基準の一部が改正されたことに伴い本条例の一部を改正する必要があるため

○嘉島町指定地域密着型介護サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サー
ビスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の
制定について
・同法の基準の一部が改正されたことに伴い本条例の一部を改正する必要があるため

○嘉島町都市公園条例の一部を改正する条例の制定について
・集落内開発により整備された公園が開発業者から町に寄付されたことに伴い本条例の一部を改正する必要が

あるため

○平成29年度嘉島町一般会計補正予算（第6号）
・既定の予算総額から10億952万5千円を減額し、歳入歳出予算の総額を98億6,507万4千円とするもの

○平成29年度嘉島町国民健康保険特別会計補正予算（第4号）
・既定の予算総額に1億3,493万6千円を追加し、歳入歳出予算の総額を13億5,638万5千円とするもの

○平成29年度嘉島町介護保険特別会計補正予算（第3号）
・既定の予算総額に1,187万1千円を追加し、歳入歳出予算の総額を8億2,800万5千円とするもの

○平成29年度嘉島町公共下水道事業特別会計補正予算（第3号）
・既定の予算総額に3,400万3千円を追加し、歳入歳出予算の総額を5億9,944万6千円とするもの

○平成29年度嘉島町後期高齢者医療特別会計補正予算（第3号）
・既定の予算総額から554千円を減額し、歳入歳出予算の総額を1億1,445万7千円とするもの

○平成29年度嘉島町簡易水道事業特別会計補正予算（第4号）
・既定の予算総額から181千円を減額し、歳入歳出予算の総額を1億8,683万8千円とするもの

○平成30年度嘉島町一般会計予算
・歳入歳出予算の総額を53億4,249万円と定めるもの

○平成30年度嘉島町国民健康保険特別会計予算
・歳入歳出予算の総額を10億3,970万4千円と定めるもの

○平成30年度嘉島町住宅新築資金等貸付特別会計予算
・歳入歳出予算の総額を140千円と定めるもの

○平成30年度嘉島町介護保険特別会計予算
 ・歳入歳出予算の総額を8億2,743万2千円と定めるもの

○平成30年度嘉島町公共下水道事業特別会計予算
 ・歳入歳出予算の総額を3億9,828万9千円と定めるもの

○平成30年度嘉島町後期高齢者医療特別会計予算
・歳入歳出予算の総額を1億2,054万1千円と定めるもの

○平成30年度嘉島町簡易水道事業特別会計予算
・歳入歳出予算の総額を2,229万9千円と定めるもの

３月定例会第26号 嘉島町議会だより
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議員表彰・企業進出

自
治
功
労
者
表
彰

　平成30年２月16日に開催された熊本県町村議会議長会総会において、川上議長が
全国町村議会議長会並びに熊本県町村議会議長会、木下副議長が熊本県町村議会議長
会から、自治功労者表彰を受賞されました。
　この表彰は、町村議会の正副議長として７年以上在職し、議会活動を通じ、地方自
治に大きな役割を果たしたことに対するものです。
　定例会冒頭、富山議員から表彰状の伝達が行われました。

（木下副議長） （川上議長）

復興へ弾み
金剛株式会社　新工場完成

第26号嘉島町議会だより
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鍋
田
　 

平 

議
員

　

平
成
30
年
度
か
ら
国
民

健
康
保
険
制
度
が
変
わ
り

ま
す
。
県
の
算
定
し
た
標

準
保
険
料
（
市
町
村
ご
と

の
医
療
費
や
所
得
水
準
で

計
算
）
を
も
と
に
各
市
町

村
が
実
際
の
保
険
料
を
定

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

公
開
さ
れ
た
年
間
一
人
当

た
り
標
準
保
険
料
に
よ
る

と
嘉
島
町
が
県
下
で
一
番

高
く
、
津
奈
木
町
の
２
倍

以
上
に
な
っ
て
い
る
状
況

で
す
。
こ
れ
を
踏
ま
え
町

は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

　

ま
た
、
特
定
健
診
の
受

診
率
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

　

こ
れ
ま
で
、
国
民
健
康

保
険
は
町
が
単
独
で
運
営

し
て
き
ま
し
た
が
、
平
成

30
年
度
か
ら
熊
本
県
が
財

政
運
営
責
任
等
中
心
的
な

役
割
を
担
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

県
が
運
営
に
加
わ
る
こ

と
に
よ
り
、
市
町
村
間
の

助
け
合
い
や
統
一
的
な
運

営
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

保
険
税
の
算
定
に
は
、

平
成
29
年
度
ま
で
、
所
得

割
、
均
等
割
、
平
等
割
の

ほ
か
資
産
割
を
導
入
し
て

き
ま
し
た
が
、
平
成
30
年

度
か
ら
は
資
産
割
が
廃
止

さ
れ
ま
す
。

　

資
産
割
で
算
定
さ
れ
て

い
た
部
分
は
、
所
得
割
に

割
り
振
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
全
体
の
税

額
に
大
き
な
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

制
度
改
革
は
、
持
続
可

能
な
国
民
健
康
保
険
財
政

の
安
定
化
、
国
保
業
務
運

営
の
効
率
化
、
健
康
づ
く

り
の
進
展
な
ど
が
大
き
な

効
果
項
目
に
な
り
ま
す
。

　

嘉
島
町
一
人
あ
た
り
の

標
準
保
険
料
は
、所
得（
県

内
２
位
）、
医
療
費
（
県

内
13
位
）
と
も
高
い
水
準

に
あ
る
た
め
高
額
に
な
っ

て
い
る
。

　

し
か
し
、
税
率
が
県
内

で
最
も
高
い
と
い
う
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
標
準
保
険
料
は
、

実
際
の
税
率
と
は
異
な
る

指
標
で
あ
り
、一
人
あ
た

り
の
標
準
保
険
料
を
税
率

と
し
て
表
し
た
標
準
保
険

料
率
に
お
い
て
も
、現
行
の

保
険
料
率
と
大
差
の
な
い

結
果
が
出
て
ま
す
。

　

も
と
よ
り
、
医
療
費
の

抑
制
は
、
当
町
に
お
け
る

課
題
の
一
つ
で
あ
り
、
医

療
費
抑
制
へ
の
取
り
組
み

は
、
平
成
30
年
度
よ
り
糖

尿
病
重
症
化
予
防
、
ゆ
わ

ゆ
る
、
人
工
透
析
、
脳
こ

う
そ
く
の
予
防
を
主
眼
と

し
た
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画

の
促
進
な
ど
の
取
組
み
強

化
を
図
り
ま
す
。

　

更
に
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
の
利
用
促
進
な
ど

の
保
険
財
政
の
安
定
化
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
質
問

の
平
成
28
年
度
特
定
健
診

の
受
診
率
は
49.4
％
で
す
。

　

受
診
率
向
上
の
た
め
、

町
医
の
先
生
の
協
力
に
よ

る
仕
組
み
づ
く
り
、
平
成

30
年
度
に
実
施
す
る
「
食

か
ら
健
康
」
の
取
組
に
も

力
を
入
れ
ま
す
。

中
津
議
員

　

効
果
的
な
保
険
事
業
に

よ
り
、健
康
寿
命
の
延
伸
、

医
療
費
の
適
正
化
が
図
れ

る
よ
う
に
、私
自
身
も
生

活
習
慣
を
見
直
し
て
い
き

た
い
。

　

町
は
交
通
量
も
増
加
傾

向
に
あ
り
、
役
場
前
の
町

道
も
交
通
量
が
非
常
に
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
嘉
島
町
民
体
育
館

（
嘉
島
保
育
園
横
）
か
ら

町
道
に
出
る
時
は
カ
ー
ブ

に
な
っ
て
い
る
た
め
、
左

側
の
見
通
し
が
悪
く
大
変

危
険
で
す
。
体
育
館
等
は

多
く
の
方
が
利
用
さ
れ
る

た
め
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を

設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　

体
育
館
出
入
口
か
ら
の

視
界
を
確
保
し
安
全
性
を

向
上
さ
せ
る
た
め
、
現
在

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
に

関
す
る
作
業
を
進
め
て
お

り
、
29
年
度
中
に
完
了
す

る
予
定
で
す
。

　

後
期
高
齢
者
検
診
は
、

例
年
夏
期
に
実
施
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
昨
年
は
12

月
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

寒
い
時
期
の
検
診
は
、
高

齢
者
の
受
診
率
の
低
下
や

負
担
に
な
る
と
思
わ
れ
ま

す
の
で
、
検
診
時
期
の
検

討
を
。

一般質問

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置

に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
検
診
実

施
時
期
に
つ
い
て

総
務
課
長

中
津 

芳
春 

議
員

国
民
健
康
保
険
制
度

改
革
に
つ
い
て

町
民
課
長

設置されたカーブミラー

第26号 嘉島町議会だより
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例
年
、
８
月
か
ら
９
月

に
住
民
健
診
を
実
施
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
健
診
期

間
中
の
５
日
間
に
千
人

以
上
の
方
が
受
診
さ
れ
、

待
ち
時
間
が
長
く
な
り
、

大
変
暑
く
、
健
診
内
容
に

よ
っ
て
は
水
分
の
摂
取
も

制
限
さ
れ
る
た
め
、
脱
水

に
よ
る
熱
中
症
等
が
懸
念

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
平
成

29
年
度
は
、
２
回
の
健
診

の
機
会
を
設
け
ま
し
た
。

　

12
月
の
健
診
は
ご
質
問

の
と
お
り
、
寒
い
と
い
う

意
見
を
踏
ま
え
て
、
平
成

30
年
度
に
つ
い
て
は
、
健

診
機
関
の
日
赤
熊
本
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
と
協
議
を

行
い
、
11
月
の
中
旬
に
実

施
予
定
で
す
。

　

建
物
建
設
時
に
建
築
基

準
法
に
よ
り
、
中
心
後
退

を
町
か
ら
立
ち
会
い
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
立
ち
会
い

記
録
は
何
年
保
存
で
す
か
。

　

ま
た
、
維
持
管
理
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

　

町
道
及
び
里
道
、
水
路

の
境
界
立
会
に
つ
い
て
は
、

建
築
等
に
よ
る
境
界
の
確

認
が
必
要
な
方
の
申
請
に

よ
り
実
施
し
て
お
り
、
境

界
が
確
定
し
た
場
合
の
記

録
に
つ
い
て
は
、
永
久
保

存
で
す
。

　

ま
た
、
道
路
の
後
退
に

つ
い
て
は
、
建
築
基
準
法

に
よ
り
「
建
築
物
が
立
ち

並
ん
で
い
る
幅
員
四
メ
ー

ト
ル
未
満
の
道
路
で
県
が

指
定
し
た
道
路
に
つ
い
て

は
、
道
路
の
中
心
か
ら
水

平
距
離
二
メ
ー
ト
ル
を
道

路
の
境
界
線
と
み
な
す
」

と
な
っ
て
お
り
、
道
路
と

し
て
利
用
で
き
る
状
態
と

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

よ
っ
て
、
緊
急
車
両
の

通
行
に
支
障
の
な
い
よ
う

に
す
る
な
ど
、
所
有
者
の

管
理
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

　

固
定
資
産
税
に
つ
い
て

は
、
住
民
の
方
か
ら
分
か

り
に
く
い
と
い
う
声
を
耳

に
す
る
。
ど
の
よ
う
に
課

税
さ
れ
て
い
る
の
か
。

①
固
定
資
産
税
の
算
定
は

②
震
災
に
よ
り
住
宅
が
再

建
さ
れ
ず
空
き
地
（
更

地
）
に
な
っ
て
い
る

土
地
の
算
定
は

③
新
築
住
宅
の
算
定
は

④
現
在
、
持
ち
主
不
明
で

徴
収
不
能
の
件
数
は

①
固
定
資
産
税
は
、
毎
年

１
月
１
日
に
、
土
地
・
家

屋
・
償
却
資
産
を
所
有
さ

れ
て
い
る
方
に
地
方
税
法

第
388
条
第
１
項
の
規
定
に

基
づ
く
「
固
定
資
産
の
評

価
の
基
準
並
び
に
評
価
の

実
施
の
方
法
及
び
手
続
」

（
以
下
、
評
価
基
準
と
い

い
う
。）に
基
づ
き
評
価

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
評
価
し
た
価
格
を

そ
れ
ぞ
れ
課
税
標
準
額
に

し
て
、
税
率
1.4
％
を
乗
じ

た
額
が
固
定
資
産
税
で
す
。

　

土
地
に
つ
い
て
は
、
評

価
基
準
に
よ
っ
て
、
評
価

額
を
算
定
し
ま
す
。
税
金

を
求
め
る
際
に
は
前
年
度

よ
り
税
負
担
が
急
激
に
上

昇
し
な
い
よ
う
に
評
価
額

を
調
整
し
当
該
年
度
の
課

税
標
準
額
と
し
ま
す
。

　

次
に
、
家
屋
に
つ
い
て

は
、
評
価
基
準
に
よ
っ
て

１
棟
ご
と
に
調
査
し
、
評

価
額
を
算
定
し
て
い
ま

す
。
３
年
に
一
度
建
築
年

数
に
応
じ
た
補
正
等
を
見

直
し
、
評
価
額
を
算
定
し

ま
す
。
家
屋
は
評
価
額
が

そ
の
ま
ま
課
税
標
準
額
と

な
り
ま
す
。

　

償
却
資
産
に
つ
い
て
は
、

所
有
者
か
ら
申
告
さ
れ
た

取
得
価
格
を
基
に
評
価
基

準
に
よ
っ
て
評
価
額
を
算

定
し
て
い
ま
す
。
評
価
額

に
耐
用
年
数
に
応
じ
た
補

正
を
乗
じ
た
価
格
を
課
税

標
準
額
と
し
ま
す
。

②
震
災
で
家
屋
を
解
体
し

空
地
（
更
地
）
と
な
っ
て

い
る
土
地
に
つ
い
て
は
、

地
方
税
法
第
349
条
の
３
の

３
の
規
定
に
よ
り
、
平
成

30
年
度
ま
で
は
住
宅
用
地

の
特
例
が
適
用
さ
れ
震
災

前
と
同
様
の
取
扱
い
を
行

い
ま
す
。

　

住
宅
用
地
の
特
例
と
は
、

そ
の
税
負
担
を
特
に
軽
減

す
る
必
要
か
ら
、
面
積
の

広
さ
に
よ
っ
て
小
規
模
住

宅
用
地
と
一
般
住
宅
用
地

に
分
け
て
特
例
措
置
が
適

用
さ
れ
ま
す
。
200
㎡
以
下

一般質問

固
定
資
産
税
に
つ
い
て

税
務
課
長

建
築
基
準
法
の
中
心
後

退
の
維
持
管
理
等
は

建
設
課
長

町
民
課
長

富
山
　 

勝 

議
員

第26号嘉島町議会だより
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の
住
宅
用
地
を
小
規
模
住

宅
用
地
と
い
い
、
評
価
額

を

と
し
、
そ
れ
以
外

を
一
般
住
宅
用
地
と
い
い
、

評
価
額
を

の
額
と
す

る
も
の
で
す
。

③
新
築
さ
れ
た
住
宅
に
つ

い
て
は
、
床
面
積
が
50
㎡

以
上
280
㎡
以
下
の
一
般
住

宅
は
新
築
後
３
年
度
分
、

長
期
優
良
住
宅
に
つ
い
て

は
新
築
後
５
年
度
分
が

120
㎡
ま
で
固
定
資
産
税
が

に
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
震
災
に

伴
う
被
災
家
屋
に
代
わ
る

家
屋
を
新
た
に
取
得
さ
れ

た
場
合
に
は
、
該
当
要
件

が
あ
る
が
、
当
該
取
得
家

屋
の
税
額
の
う
ち
被
災
家

屋
の
床
面
積
相
当
分
に
つ

い
て
は
、
取
得
し
た
年
の

翌
年
か
ら
４
年
度
分
に
つ

い
て
、
固
定
資
産
税
を

に
減
額
す
る
特
例
も

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

④
所
有
者
が
お
亡
く
な
り

に
な
り
相
続
人
す
べ
て
が

相
続
放
棄
を
し
た
為
に
徴

収
不
能
と
な
っ
た
固
定
資

産
の
件
数
は
今
現
在
５
件

と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
対

応
に
つ
い
て
は
、
現
在
慎

重
に
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

税
制
度
に
つ
い
て
は
、

広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
納
税
通
知
等
に
お

知
ら
せ
を
折
り
込
む
な

ど
、
適
宜
周
知
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
今
後
さ
ら
に

住
民
の
方
に
わ
か
り
易
く

税
を
身
近
に
感
じ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
工
夫
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

本
町
は
地
区
計
画
に
よ

る
企
業
誘
致
が
進
ん
で
い

る
が
、
現
状
は
農
地
法
の

一般質問

制
限
に
よ
り
、
誘
致
で
き

る
農
地
が
限
ら
れ
て
く
る

が
、
農
業
生
産
、
農
産
物

加
工
等
の
農
業
系
の
企
業

が
進
出
す
る
場
合
は
、
農

業
振
興
地
域
へ
の
誘
致
が

で
き
る
の
か
。

　

ま
た
、
地
域
の
特
色
を

生
か
し
た
農
産
物
等
を
生

産
し
、
ブ
ラ
ン
ド
化
し
た

地
域
お
こ
し
を
行
っ
て
い

る
市
町
村
が
増
え
て
い
る

が
、
町
一
番
の
特
徴
で
あ

る
湧
水
を
活
用
し
た
低
コ

ス
ト
、
高
付
加
価
値
、
高

収
益
の
農
産
物
等
の
開
発

を
行
い
、
地
域
お
こ
し
や

地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る

農
業
生
産
物
等
の
研
究
を

し
て
は
ど
う
か
。

　

農
振
農
用
地
の
除
外
に

つ
い
て
は
県
の
同
意
が
、

農
地
転
用
の
許
可
に
つ
い

て
は
４
ha
未
満
は
県
の
判

断
と
な
り
、
４
ha
超
え
る

農
政
課
長

農
業
地
域
活
性
化
に

つ
い
て

と
国
と
の
協
議
が
必
要
に

な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
事

業
自
体
個
別
に
関
係
各
機

関
と
協
議
を
行
い
な
が
ら

進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

一
般
的
な
要
件
で
申
し
ま

す
と
、
農
業
生
産
で
は
農

産
物
を
収
穫
す
る
施
設
で

あ
れ
ば
農
用
地
内
の
農
業

用
施
設
と
し
て
転
用
が
可

能
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

農
産
物
の
加
工
施
設
は

そ
の
地
域
の
農
産
物
を
過

半
以
上
利
用
し
加
工
す
る

施
設
で
あ
れ
ば
同
様
に
農

業
用
施
設
と
し
て
転
用
可

能
と
思
わ
れ
ま
す
。
た
だ
、

本
町
に
お
い
て
は
、
転
作

作
物
の
団
地
化
、
ブ
ロ
ッ

ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
等
に

地
域
一
体
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
の
で
、
地
域

周
辺
の
営
農
上
支
障
が
及

ば
な
い
場
所
等
を
考
慮
す

る
こ
と
も
必
要
で
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
事
業
施
設
の
規

模
や
営
農
方
法
、
運
営
方

法
な
ど
の
細
か
な
事
業
計

画
を
提
出
頂
き
な
が
ら
慎

重
に
進
め
る
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

本
町
の
農
業
の
特
徴
と

し
て
町
内
全
域
を
一
体
的

に
米
、
麦
、
大
豆
の
輪
作

体
系
を
確
立
し
て
い
る
こ

と
で
大
豆
の
産
地
と
な
っ

て
お
り
、
土
地
利
用
型
の

農
業
が
盛
ん
な
本
町
に
お

い
て
は
農
地
の
利
用
集
積

等
が
進
ん
で
い
ま
す
。
特

産
品
に
つ
い
て
も
、
以
前

に
水
耕
栽
培
な
ど
の
検
討

が
行
わ
れ
た
経
緯
も
あ
り

ま
す
が
農
地
利
用
な
ど
で

難
し
い
状
況
で
あ
っ
た
よ

う
で
す
。
今
後
、
土
地
利

用
型
農
業
と
し
て
農
地
の

利
用
状
況
な
ど
を
考
慮
し

な
が
ら
、
検
討
し
て
い
く

な
ら
と
思
い
ま
す
。

第26号 嘉島町議会だより
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大刀洗町会議室

建築中の定住促進住宅

福岡市民防災センター

　平成30年の研修会が、２月８日（木）から９日（金）の日程で福岡県大刀洗町、福岡市民防災センターにて
行われた。今回は、大刀洗“よかマチ”創生プロジェクト・議会広報、福岡市民防災センターの管理・運営につ
いて研修を行った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （報告者：春日　堅一）

大刀洗町を訪ねて（2月8日）
○大刀洗町の概要
　大刀洗町は、福岡県の中南域を占める筑後平野の東北部、筑後川の中
流域北岸に位置し、総面積22.83㎢の平坦な農業地域である。農業を基
幹産業としながら、農工融合のまちづくりを行ってきた。福岡市や久留米
市などの都市圏に近く、人口は、平成29年４月現在で、15,552人、世帯
数5,287世帯、この10年間ほどは横ばいの人口推移となっている。
・地方創生対策について
　今後少子化・高齢化が一層進展することが見込まれており、人口減
少の克服、活力ある地域社会の形成や地域経済の発展などが課題と
なっているため、「大刀洗“よかマチ”創生プロジェクト」を策定してい
る。基本目標は５つの柱からなっている。
①行ってみたい住んでみたい、大刀洗町へのひとの流れをつくる
②子どもも親も、共に輝けるようみんなで応援する
③しごとに誇りや、やりがいを感じられるよう応援する
④いつまでも暮らしたい、みんなが自慢したくなるまちをつくる
⑤ふるさとの魅力をみんなで共有し発信する
　具体的な施策として、定住促進住宅整備事業（主に子育て・新婚世帯
を対象とした定住促進住宅（地域優良賃貸住宅）を整備し、定住人口
の増加を図っている。町営住宅跡地等を有効活用し、現在、２棟目を大
刀洗小学校隣接地（24戸・３ＬＤＫ）に建設中である。
　今後、住宅整備の要望が出ている地域や、町内で最も人口減少が進んでいる地域での、ＰＦＩ方式による
定住促進住宅の整備を検討されている。
・たちあらい議会だより
　大刀洗議会では、議会広報委員会を常任委員会と位置づけられている。創刊は昭和53年４月。平成29
年12月で157号と39年の永きにわたり発行されており、町村議会広報全国コンクールでは、紙面構成や情
報公開が評価され２年連続で入選されています。
　見やすく分かりやすい紙面づくりを目指し、議会モニター制度など住民の声を紙面に反映させる仕組み
や、議会報告会での意見や提言等に対する回答の掲載など、双方向型の紙面づくりが図られています。ま
た、平成28年４月からフェイスブックも開設されていますので、大刀洗議会で検索してみて下さい。

福岡市民防災センターを訪ねて（2月9日）
○福岡市民防災センターの概要
　当センターは、防災に関する知識及び技術の普及向上並びに防災意
識の高楊を図ることにより、安全で災害に強い都市づくりを推進し、もっ
て市民福祉の増進を目的に設置された。
　開館日　　　平成４年１月19日
　設置者　　　福岡市（消防局）
　管理・運営　福岡市消防局防災センター
　敷地面積　　3,000㎡　建物の延べ面積　2,373㎡
　総事業費　　1,475,642千円
　本施設は、福岡市内で発生する恐れのある災害を想定し、ゲームを楽
しむ感覚の中で体験訓練ができる施設で、子どもから大人まで多くの市
民、また近隣の市町の人々に利用されている。館内では、地震・強風・火
災・消火・水害などの体験コーナーがあり、水害体験では30㎝から70㎝
までの水圧の差や、自動車や家のドアにかかる圧力の差も体験できま
す。また、強風体験では風速30ｍまでの風を、消火訓練では大型スク
リーンの火災映像を見ながら、消火器を使った模擬消火訓練ができ、短
時間で実際の災害状況が体験できる施設となっている。センターの概要
説明後、館内を見学し水害体験を実際にしてきました。 家のドアにかかる水圧体験

議員全体研修 第26号嘉島町議会だより
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上益城広域連合（川上議員・清﨑議員）
平成30年第１回定例会（平成30年２月14日開催）議会報告

議会報告

議会報告

上益城消防組合議会（境野組合議長・川野議員）
平成30年度第１回定例議会（平成30年２月６日開催）

２議案が提案され、原案のとおり可決しました。
・平成29年度上益城消防組合一般会計補正予算（第３号）について
・平成30年度上益城消防組合一般会計予算について
・各町の負担金の推移

専決処分の報告を含む５議案が提案され、原案のとおり承認・可決しました。
また、同意案として、監査委員に清水　聖氏が選任されました。
・専決処分の報告及び承認について
熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規約の一部変更について
・上益城広域連合職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
・上益城広域連合情報公開条例及び個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定について
・平成29年度上益城広域連合一般会計補正予算（第１号）について
・平成30年度上益城広域連合一般会計予算について
・各町の負担金の推移

御船地区衛生施設組合（森田組合議長・春日議員）
平成30年第１回定例会（平成30年２月15日開催）

３議案が提案され、原案のとおり可決しました。
・御船地区衛生施設組合一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
・平成29年度御船地区衛生施設組合一般会計補正予算（第３号）について
・平成30年度御船地区衛生施設組合一般会計予算について
・各町の負担金の推移

一 部 事 務 組 合 議 会 報 告

 町　　 名 嘉島町 御船町 甲佐町 山都町 計
 平成29年度負担金 136,372 233,175 165,259 297,189 831,995
 平成30年度負担金 139,763 239,306 168,320 302,541 849,930

(単位：千円)

　   町　　 名 嘉島町 御船町 甲佐町 益城町 計
平成29年度負担金 35,541 57,075 56,108 40,282 189,006
平成30年度負担金 30,170 54,759 55,337 40,190 180,456

(単位：千円)

議会報告

益城、嘉島、西原環境衛生施設組合（木下組合議長・鍋田議員）
平成30年第１回定例会（平成30年２月14日開催）

２議案が提案され、原案のとおり可決しました。
・平成29年度益城、嘉島、西原環境衛生施設組合一般会計補正予算（第２号）について
・平成30年度益城、嘉島、西原環境衛生施設組合一般会計予算について
・各町の負担金の推移         
 町　　名 嘉島町 益城町 西原村 計
 平成29年度負担金 100,367 250,280 86,416 437,063
 平成30年度負担金   89,953 222,263 76,301 388,517

(単位：千円)

　　町　　　名 嘉島町 御船町 甲佐町 益城町 山都町 計
平成29年度負担金 9,190 13,499 10,997 19,481 14,808 67,975
平成30年度負担金 9,044 13,192 10,735 19,243 14,178 66,392

(単位：千円）

一部事務組合議会報告第26号 嘉島町議会だより
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今
年
は
、
桜
の
開
花
が
例

年
よ
り
早
く
１
年
の
中
で
一

番
過
ご
し
や
す
い
季
節
と
な

り
ま
し
た
。

　

熊
本
地
震
か
ら
早
２
年

が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

創
造
的
復
興
に
向
け
た
取

組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。
新

年
度
予
算
で
は
、
災
害
公
営

住
宅
の
整
備
な
ど
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震
災
か

ら
の
復
旧
・
復
興
を
、
更
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進
め
て
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な
け
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な
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ま
せ
ん
。

　

そ
の
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う
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中
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復
興
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み
と
な
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企
業
の
進
出
や

住
宅
地
の
整
備
等
も
着
々
と

進
ん
で
い
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す
。

　

今
後
も
広
報
を
通
じ
、
議

会
活
動
を
よ
り
分
か
り
や

す
く
町
民
の
皆
様
に
お
伝

え
で
き
る
よ
う
、
広
報
委
員

一
同
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。　
　
　

 （
境
野
）

主な議会活動（平成30年２月から４月まで）嘉
島
町
議
会
広
報

第
26
号

発
行
・
嘉
島
町
議
会

嘉
島
町
役
場　

議
会
事
務
局

募集してます。
みなさんの意見などお聞かせ下さい。
議会だよりの「声」も募集しております。

※次の議会は、６月に開催予定です。
議会の傍聴は議会当日に手続きすれば、どなたでも傍聴できます。

「声」の募集や傍聴などのお問い合わせは、議会事務局まで。（237-1111）

再生紙を使用しています。

月　　日 項　　　　目 場所等
2月  2日 第7期嘉島町高齢者保健福祉計画・介護保険事業第3回策定委員会（鍋田） 役場大会議室
2月  2日 嘉島町都市計画審議会（議長、森田、境野） 役場庁議室
2月  6日 上益城消防組合議会平成30年第1回定例会（境野、川野） 組合会議室
2月  7日 平成29年度第2回嘉島町男女共同参画社会推進懇話会（宮本） 役場大会議室

2月 8日～ 9日 議員全体研修会（全議員） 福岡県大刀洗町ほか
2月13日 熊本都市計画事業嘉島東部台地土地区画整理審議会（議長、森田） 役場大会議室
2月14日 上益城広域連合議会平成30年第1回定例会（議長、清﨑） 福祉センター

2月14日 益城、嘉島、西原環境衛生施設組合議会平成30年第1回定例会
（木下、鍋田） 組合事務所

2月15日 熊本中央一般廃棄物処理施設整備促進協議会（正副議長、森田） 甲佐町
2月15日 御船衛生施設組合平成30年第1回定例会（森田、春日） 組合会議室
2月16日 熊本県町村議会議長会第68回定期総会（議長） 熊本テルサ
2月19日 全員協議会（全議員） 議員控室
2月20日 例月現金出納検査（清﨑議選監査委員） 監査委員室
2月21日 議会運営委員会 役場庁議室
2月21日 第3回子ども子育て会議（議長） 役場大会議室
2月26日 嘉島町総合計画審議会（正副議長、富山、鍋田、宮本） 役場大会議室
2月26日 嘉島町国民健康保険運営協議会（川野、春日） 役場庁議室
2月28日 嘉島町交通安全推進会議（議長） 役場大会議室
3月  2日

～7日
平成30年第1回定例会全員協議会
全員協議会

役場議会議場議員控室
議員控室

3月  4日 嘉島町消防団出初式 嘉島町民体育館
3月10日 嘉島中学校卒業式（全議員） 嘉島中学校
3月15日 嘉島町ごみ問題対策実行委員会（議長） 役場2階大会議室
3月16日 嘉島幼稚園卒園式（全議員） 嘉島幼稚園
3月22日 東・西小学校卒業式（全議員） 東・西小学校
3月28日 熊本県町村監査委員第25回定期総会及び研修会（清﨑） 熊本県自治会館
3月16日
4月  5日 広報特別委員会（第26号第1回～第3回編集会議） 監査委員室

4月10日 東・西小学校入学式（全議員）
嘉島中学校入学式（全議員）

東・西小学校
嘉島中学校

4月11日 嘉島幼稚園入園式（全議員） 嘉島幼稚園
4月14日 熊本地震犠牲者追悼式 熊本県庁
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